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学将来構想を策定しました。①地域で活躍する人材を育成
する。②ヘルスリテラシー向上への取組を核とした健康科
学の教育／研究拠点となる。③大学の成長・発展に資する
職員を育成し、戦略的な大学経営を進める。という3つの
基本方針と、5つの重点施策を掲げ、将来に渡り地域にお
ける保健、医療及び福祉の知の拠点として、「地域の“健康
と福祉”の未来をリードする大学」を目指します。

TOPICS
　学部については、2018年度から「ヒューマンケアの担
い手を育む青い森のカリキュラム」として、大学院について
は、2017年度から「地域の“健康と福祉”の未来を担う研
究者や高度専門職業人の育成」を目指して、ともに新カリ
キュラムがスタートしました。

健康科学部

青森県立保健大学

学長：上泉和子
KAMIIZUMI Kazuko
看護管理学
任期：2014.4～ 2020.3

  Aomori University of Health and Welfare

Ｍ
Ｄ

所在地 〒030-8505 青森市浜館字間瀬58-1
交通 青い森鉄道東青森駅から徒歩10分
TEL 017-765-2000　FAX　017-765-2188
設置者 公立大学法人青森県立保健大学（青森県）
開学年 1999年　（法人設立年 2008年）
学生定員 917名   教員数  96名   職員数  25名

HISTORY & MISSION
　本学は人々の健康と生活の質の向上を掲げ、「いのち」
を育んできた四季豊かな自然に恵まれた青森の地で、「人
間性豊かな人材の育成」、「保健、医療及び福祉の発展に
寄与できる人材の育成」、「地域特性へ対応できる人材の
育成」、「グローバルな視野をもって活躍できる人材の育
成」、「地域社会への貢献」の 5つを使命として、1999
年に看護学科、理学療法学科、社会福祉学科の 3 学科
で開学しました。2003 年には大学院博士前期課程を、
2005年に博士後期課程を開設し、2008 年に公立大学
法人に移行するとともに、栄養学科の新設ならびに入学
定員増を行い、現在に至っています。

PROFILE
　開学 20周年を迎えたことを節目とし、青森県立保健大

地域の“健康と福祉”の未来をリードする大学

経営経済学部

青森公立大学  Aomori Public University

学長：香取　薫
KATORI Kaoru
情報科学、地域情報論、
経営ネットワーク論
任期：2012.4～ 2022.3

Ｍ
Ｄ

所在地 〒030-0196 青森市合子沢字山崎153-4
交通 JR青森駅からバス40分
TEL 017-764-1555　FAX　017-764-1544
設置者 公立大学法人青森公立大学（青森市）
開学年 1993年　（法人設立年 2009年）
学生定員 1,214名   教員数  44名   職員数  22名

HISTORY & MISSION
　青森公立大学は、戦後数十年に及ぶ国立大学誘致が実ら
なかった経緯を背景に、住民による熱心な署名運動や募金
運動の後、地域振興への大きな期待を受けて、1993年、
我が国唯一の経営経済学部を擁する組合立大学として開学
しました。
　2006年 4月に 1学部 1学科から、経営経済学部のも
と経営学科、経済学科、地域みらい学科の 1学部 3学科
に改編し、現場から学ぶ新しい教育方法を実践しています。
　2009年度には青森市を設立団体とする公立大学法人へ
移行するとともに、教職課程を設置しました。

PROFILE
●少人数クラス編成によるセメスター制の採用
●GPA制度による学生の履修責任の明確化

経営経済の専門性をもった教養人の育成
●シラバス（授業計画表）の明示
●学生による授業評価の実施
● TA（Teaching Assistant）を導入した学生支援制度
●留学制度の充実
●小テストや課題による学生の理解度チェック

TOPICS
　本学地域連携センターは、地域の諸問題に関する調査研
究、行政・地元企業・市民と大学との交流及び共同研究を
行うとともに、公開講座や広報資料の提供等、大学から市
民の方々への情報発信も行っています。2018年度は地元
産業支援団体と連携協力協定を締結し、地域において創業・
起業を志す方へ事業計画の策定における助言や情報提供、
事業スタートに向けての作業を行うスタートアップラボを開
設しました。


